


























Development and Evaluation of Learnersʼ Viewing Response  









　We have developed the system for collecting and sharing learnerʼs viewing responses suited to using in face-to-
face classrooms. The system is able to collect viewersʼresponses in face-to-face classrooms. In addition, we have 
developed the interface for visualization of learnerʼs viewing responses with YouTube video can be used both as tools 
for teaching and as effective tools for collaborative learning. The experimental attempts to collect and share the 
responses in on-demand classrooms by using Mobile Devices were highly evaluated by university students.
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Z －.582b －.0.27b －.930b －.063b －.141b －.421b －.913b －1.441b －.260c






質問項目 平均 SD 平均 SD
学習の役に立つ 4.42 0.72 4.32 0.85
学習の効率が上がる 3.83 1.05 3.83 1.03
飽きずに学習できる 4.08 0.99 3.87 1.30
技術的に問題なかった 4.65 0.76 4.66 0.65
楽しめた 4.11 1.07 4.08 1.14
学習の方法に抵抗はない 4.13 1.16 4.04 1.27
同じ方法で他の学習もして
みたい 3.87 1.23 3.64 1.35
その時点で入力、修正でき
るのはよい 4.23 1.03 3.98 1.14

































順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 コメント 99 11 ビデオ 17 21 メモ 9
2 思う 72 12 出来る 17 22 意見 9
3 感じる 43 13 考える 15 23 集中 9
4 自分 37 14 感想 13 24 少し 9
5 動画 32 15 授業 12 25 整理 9
6 場 31 16 学習 11 26 前回 9
7 良い 28 17 忘れる 11 27 入力 9
8 見る 27 18 画面 10 28 面白い 9
9 視聴 21 19 時間 10 29 ノート 8


































順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 コメント 142 11 読む 31 21 共感 17
2 人 72 12 内容 23 22 少し 15
3 思う 67 13 面白い 23 23 システム 14
4 見る 60 14 良い 22 24 時間 14
5 自分 58 15 考え 21 25 共有 13
6 意見 53 16 授業 21 26 考える 12
7 動画 53 17 復習 19 27 気づく 11
8 感じる 49 18 流れる 19 28 出来る 11
9 他 49 19 多い 18 29 書く 11
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4.6.2  共有視聴モード利用後の結果
　学生から得られた自由記述データ112件を分析の対
象とした。KH Coderを用いて前処理を実行し、文章
の単純集計を行った結果、110の段落、232の文が確認
された。また、総抽出語数（分析対象ファイルに含ま
れているすべての語の延べ数）は、7,005、異なり語
数（何種類の語が含まれていたかを示す数）は847で
あった。これらの頻出語の内の上位30語とその出現頻
度を表５に示す。
　「プラベートモードを利用した感想」と同様に、KH 
Coderの「共起ネットワーク」のコマンドを用い、「共
有視聴モードを利用した感想」の自由記述の中で、出
現パターンの似通った語（すなわち共起の程度が強い
語）を線で結んだネットワークを描いた（図13）。
・コメントの共有
　他の人のコメントを読めて、面白かった（23件）、
他の人とコメントを共有できるのはよい（13件）、他
の人のコメント意見や感想、考えを読んで参考になっ
た（50件）、共感したり、ほかの人の疑問を知ること
ができた（17件）、コメントが多くなると、重要なポ
イントだとわかるのでよかった（10件）というよう
に、コメント共有について、肯定的な意見が多くみら
れた。
・意見の交換
　オンライン授業にない意見の交換ができた（12件）
という意見がみられた。
・操作や画面
　コメントが早く流れてしまい、追いつくのが大変で
あった（19件）、似たようなコメントが多く、視聴に
時間がかかる、レスや投票をするのが大変であった
（10件）という否定的な意見がみられた。
4.7　システム評価についての考察
　５段階評定の結果、「プライベートモード」利用と
「共有視聴モード」利用について、モード間の評価で
有意な差はみられなかったが、それぞれ高い評価を得
た項目が多くみられた。
　「プライベートモード」の自由記述では、「動画の途
中で、その場でコメントを書くこと」を肯定的にとら
えた感想が多くみられた。一方、「動画を途中で止め
て書くこと」について賛否がわかれた。視聴反応入力
時に動画を途中で止めないで進めるモードを選択肢と
して用意する必要があるかもしれない。
　「共有視聴モード」の自由記述では、コメント共有
について、肯定的な意見が多くみられた。また、意見
の交換という双方向性にも肯定的な意見がみられた。
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